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名古屋学院大学は、1887年にフレデリック・C・クライ

ン博士が創立した名古屋英和学校をルーツとしていま

す。その後、名古屋中学校、名古屋高等学校へと発展を

遂げ、1964年のオリンピックの年に名古屋学院大学が

誕生しました。

開学時は経済学部の単科大学でしたが、当初から総

合大学を目指していました。1989年の外国語学部設置

に始まり、1992年に商学部、2006年に設置した人間健

康学部を2010年に改組しスポーツ健康学部とリハビ

リテーション学部を設置しました。さらに2013年に法

学部、2015年に現代社会学部と国際文化学部を設置し、

現在は8学部11学科体制となっています。開学当初は

250人だった在学生数も、今は約6000人の規模となり

ました。またこの間、創立の地である名古屋市から、

1968年に瀬戸市へ全学移転しましたが、2007年に名古

屋キャンパスを開設し、現在は名古屋市と瀬戸市に2

つのキャンパスを持っています。

PBLで地域と連携した教育

本学は建学の精神に「敬神愛人」を掲げ、教育研究上

の目的を「広く知識を授けるとともに深く専門の学芸

を教授研究し、キリスト教主義に基づいて人格を陶冶

する」とうたっています。そのため、国際感覚を養い、

他文化・異文化を受け入れ、他者を理解し尊重すること

に目を向けた教育が第一の特徴といえます。

具体的なプログラムとして、85の海外協定校を持っ

ており、うち54大学との交換留学ができます。特に中・

長期留学のうち、3人に2人が費用負担の少ない公費留

学生です。長期は1年間ですが、協定校と単位互換を

しているので、留学に出ても4年で卒業が可能です。

また最近は語学だけでなく、異文化体験のできるスタ

ディーツアー型の留学コースを増やしています。

このほか、異文化交流・国内留学の場所として、学内

に「iラウンジ」を設置しています。ここでは、海外に関

心の高い日本人学生が、留学経験者から語学サポート

やアドバイスを受けられるほか、外国人留学生と交流

するイベント等を開催しています。

二つ目の特徴は、キャリアデザインサポートシステ

ムです。キャリアデザイン科目を1～3年次まで用意し、

1年次は全員履修することとしています。今の若者は

社会と離れているので、大学の授業が社会とどうつな

がっているか、働くとはどういうことかを科目として

教えています。資格講座や就職活動サポートも行って

いますが、特徴的なのは、就活サポーター制度です。就

職先の決まっている4年生が、これから活動する3年生

の相談役になるもので、ボランティアで参加してくれ

ている4年生も合わせると、毎日数名がキャリアセンタ

ーに常駐してくれています。

ここ数年、学生個々の面倒をいかに見ていくかに注

力し、キャリアデザイン科目を教える教員、キャリアセ

ンターの職員、先輩就活サポーターによる、教職学三位

一体がうまくいっています。その結果、内定率は県内

有数の高さで、2016年3月の就職希望者数941人に対

する就職決定者数の割合は99.0%でした。

三つ目は地域貢献です。全学が瀬戸キャンパスに在

った頃から、研究テーマとして地域に取り組んできた

歴史があります。瀬戸といえば瀬戸物です。陶磁器産

業の歴史やルーツといった陶磁器産業論の研究を地元

の方々と協働して行うなど、大学そのものが地域と共

生することに熱心でした。2007年に名古屋市に移転す

るときも同様で、地域連携センターを設置し、地域と手

を携えて活動してきました。

それが形になるのが2013年の文部科学省「地（知）の

拠点整備事業（COC）」採択です。本学のCOC事業では、

PBL（Project Based Learning）を用いながら「地域商

業」「歴史観光」「減災福祉」の3つのまちづくりに取り

組んでいます。代表的なところでは、地域の歴史的観

光物や名産物を、オリジナルのアニメキャラクターに

作り上げる過程を撮影し、それを動画投稿サイト「ニコ

ニコ生放送」で数回にわたり番組を配信しました。例

えばひつまぶしで有名な「蓬莱軒」という老舗の魅力を

伝えようと、「莱
あかざ

まひつ」と名づけたキャラクターを学

生が描き、シナリオを起こし、声優の方に吹き替えをお

願いして、番組を放送しました。1回の生放送に8000

～9000件のツイートが寄せられる等、大きな反響を得

ました。PBLでは学生の気づきのチャンスも多いため

自身の成長を感じます。この体験を、ただ「楽しかった」

で終わらないように、成果報告会を開いており、体系的

な座学を加えてPDCAサイクルを回しています。

グローバル教育拠点を開設

これまでの国際性と地域貢献の両輪をさらに進めて

いきます。本学の場合、海外で仕事をするというより

は、中部圏に就職したいと思っている学生が多いので

すが、今はどんな会社に就職しても、外国からのインボ

イスやレターを読む等、海外と関わらざるを得ません。

そういう意味では、本学を卒業した学生の多くはロー

カルに働いているかもしれませんが、常に国際性に対

して違和感や距離をおかず肌感覚で付き合える、グロ

ーカルな人材に育てたいと思っています。

その一つとして、2年後に名古屋キャンパスの近くに

約1万㎡の敷地全体を使ったグローバル教育拠点を開

設したいと計画しています。フロア面積でいうと、グ

ローバル教育ゾーンとしては日本で有数の広さになる

と思います。コンセプトではグローバル・スクエア（仮

称）という名称で、ネイティブ教員や留学生別科の外国

人が滞留するゾーンや、英語または英語以外の外国語

しか使わないゾーンを設ける等、24時間、色々な言語に

触れているような国内留学スペースを想定していま

す。将来的には、外国人学生と日本人学生が入居する

国際寮も作る予定です。

グローバル・スクエアもCOCもそうですが、大学は

色々なメニューを提供するだけでなく、学生を実際の

現場に連れてきて、学生が肌で感じて気づきを得る機

会を持たせないといけません。今はそういう時代にな

ったと感じています。
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